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第 1 回河合マーク模試を振り返ろう 

 
 5 月 8 日（日）の初めての外部会場受験から約 1 か月が経ちました。やり直しノートにも頑
張って取り組んでいることと思います（やり直しノート提出は 6 月 10 ⽇︕）。 
 今日は河合マーク模試（第１回全統共通テスト模試）の結果を返却します。個⼈成績表を⾒て
まず気になるのは志望校の判定ではないでしょうか。その気持ちはもちろんわかりますが、この
続きを読んでしっかりと分析と復習をするようにしましょう︕ 

 
模試を受験する目的を再確認しよう 

 
 まず⾒てしまう偏差値や A〜E の判定（合格可能性）よりも、模試受験の目的に⽴ち返ること
が⼤切です。模試受験の意義は判定で⼀喜⼀憂することではありません。現状（⾃分の⽴ち位置）
を確認するとともに、自分の得意と不得意を把握して、弱点の克服を考えることが重要です。 
① 「３ 設問別成績（裏⾯ D）」や「４ 正答・誤答マーク読み取り状況（裏⾯ E）」で教科・設
問別結果を分析︕ → できていないところを把握 → 効果的な学習計画を⽴てよう︕ 
② 間違えた問題は時期を変えて復習して完全に⾃分のものにしよう︕ 
 (A) 試験当日 (B) 返却時（つまり今） (C) 忘れかけるころ（２〜3 か月後＝夏休み頃） 
 この ABC の 3 段階で確認していくことで、知識をしっかりと定着させることができます︕ 
③ 各問題の正答率による分析も重要︕ 
 上記①・②とも重なりますが、各問題の正答率による分析もしておきましょう。成績統計資料・
学習アドバイスの冊子「ANTENNA」p13〜17 には「設問別正答率表」が記載されています。
正答率が低い問題は難問です。できるに越したことはありませんが、正答率が⾼い（ほかの人は
できている）にもかかわらずできなかった問題を優先的に復習して、次に類題が出たときには必
ず得点できるように対策をしましょう。 
 

自己採点の重要性とマークミス 
 

共通テストの本番では自己採点の結果から最終的な出願先を決定します。自己採点だけが頼
りなのです。共通テストはマーク式ですから、マークミスは重⼤な問題になります。 
① 自己採点は実際の採点（個人成績表）と合っていましたか︖ 
 共通テストの翌日に⾃己採点をして、それを河合塾などに送付して判定資料を出してもらい
ます。自己採点の信頼性・精度が低いと自信をもって出願先を決められません。 

② 「マークミス」や「マーク無し（空白のまま）」はありませんでしたか︖ 
 クラスや出席番号を間違っている⼈、志望校マークミスで正しく判定が出ていない⼈がまだ
います。最初に気を付けていれば、また、⾒直しをしていれば防げるマークミスでの減点は絶対
に避けましょう。過去にはマークが 1 問ずつずれていたために、数十点の損をした⼈もいます。
また、もし時間が足りなくても全問マークをして提出しましょう。日ごろの学習が重要なのは言
うまでもありませんが、「正確な自己採点」と「正確なマーク」の両輪が合否を分けることもあ
ります。今回マークミスがあった⼈はもちろん、そうでない⼈もくれぐれも気を付けましょう︕ 
 

それでもやっぱり判定が気になる人は…… 
 
 2 年⽣のときにも紹介したイメージ図ですが覚えて

いますか。模試の判定別人数の半分以上が E 判定という
のが難関大学の実際のところです。3 年⽣の模試は、既
卒⽣（浪⼈⽣）も⼀緒に受験していることもあり、5 月
の模試は現役⽣には厳しい判定が出やすいこともあり
ます。E 判定だと諦めるよりも、「次こそ D 判定に︕」
くらいの気持ちで最後まで諦めずにやるべきことに向き合う姿勢がとても⼤切です。具体的に
は、「２ 志望校別成績・評価（裏⾯ C）」の欄を⾒て、あと何点で上の判定に入れるか、また、
D 判定の⼈はボーダーライン（＝合格可能性 50％）まで何点かを確認することが重要なのです。 
 
※ A〜E 以外の判定が出ている人へ 
 判定 G＝教科・科目数不⾜。例）「政治経済」ではなく「倫理政経」が必要だった。 
 判定 R＝社会 2 科目の組み合わせは満たしているが、第 1 解答科目の指定が反対。 
 判定 H＝範囲不⾜。例）理科②（基礎なし科目）指定を理科①の「○○基礎」で受験。 
 上記いずれも、各大学の入試要項で正しい受験科目選択を確認しておきましょう。 
 

最大のライバルは自分自⾝︕ 成績推移も確認を︕ 
 
 最後の「５ 成績推移（裏⾯ F）」も重要です。判定に⼀喜⼀憂するのではなく、教科別の成績
推移を⾒てください。ここでのレベルや偏差値の推移から自分の成⻑を読み取りましょう。そし
て、受験における最⼤のライバルは過去の⾃分⾃身です。7 月には夏期講習が設定されています。
積極的に参加して過去の自分に打ち勝つための努⼒をしましょう。 
 また、現段階で教科・科目を絞ってしまい自分の可能性を狭めてはいけません。５教科７科目
全てを受けなかった者がいました。とても残念に思います。５４期生全体で、最後まで諦めない
という雰囲気をつくっていきましょう。 
 

【今後の進路予定】 
①７月１９⽇〜２８⽇︓三者懇談期間  ②７月３１⽇（⽇）︓第２回全統共通テスト模試 
③９月１⽇（木）共通テスト説明会   ④９月４⽇（⽇）︓第２回全統記述模試 



 河合塾のサイトより引⽤（個⼈成績表の⾒⽅） 

（A）成績概況 
今回の得点と全国レベルでの偏差値や順位などを、

科目別、受験型別、文系・理系別に確認でき、さらに

は現卒内や校内の順位も確認できます。 

※全統共通テスト模試、全統プレ共通テストの理科、

地歴・公民については、第 1・第 2 解答科目が表示

されます。 

 

偏差値別の評価として「学力レベル」を導入し、得点

や偏差値では見えにくかった科目間のバランスや苦

手科目を把握できます。 

 

 

 

（B）合格可能性評価用成績 
①大学入学共通テストを課す大学について 

昨年度の全統共通テスト模試と今年度の大学入学共

通テストとの相関をもとに、各科目の得点を換算し

た「共通テスト換算得点」を表示します（理科、地歴・

公民については、第 1・第 2 解答科目が表示されま

す） 

 

②私立大学について 

私立大学の合格可能性評価用に使う数学と国語につ

いて、より正確な学力評価を行うため、受験者集団を

切り分けて算出します。 

 

 

（C）志望校別成績・評価 
①「志望校の合格可能性評価」と「評価別人数グラフ」

で正確な学力の位置を確認できます。 

→国公立大では評価別人数とその基準点を表示し、

私大・短大では学科内の評価別人数とその基準偏差

値を表示します。 

 

②「志望校の第 1 志望における順位」と「総志望者

における順位」を確認できます。 

→当該大学・学部・学科を第 1 志望とする人の順位

と志望者全体での順位を表示します。 

 

※第 2 志望以下の大学についても、第 1 志望者母集

団に当てはめた場合の順位を表示します。 

 

③「教科別成績」で入試に必要な教科学力を確認できます。 

→各志望校の教科別の配点と志望者の平均偏差値を表示します。また、各志望校の大学入学共通テストおよび

個別試験による受験者の配点も表示します。 

  

（D）設問別成績 
①教科別にどの分野を補強すべきか確認できます。 

→設問別に配点・得点・平均点を表示し、科目ごと

に“学習のためのアドバイス”もあわせて表示しま

す。また、受験者と同じ学力レベル層の成績と比較

し、もっとも良かった設問に“○”、悪かった設問に

“▲”を表示します。さらに、「設問別バランス」で

は各分野の得点率に偏りがないか視覚的に確認でき

ます。 

 

②第 1 志望校の一段階上の判定者との成績比較がで

きます。 

→第 1志望校の判定が C判定であれば、B判定者と

の成績比較を設問別に表示します。 

 

（E）正答･誤答マーク読み取り状況 
マークの読み取り状況と自己採点結果を比較し、マ

ークミスやどのような間違いをしたのかを確認でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（F）成績推移 
共通テスト模試では最大 5 回分、記述模試・高 2 模

試・高 1 模試では最大 3 回分の過回成績を表示しま

す。今回の成績だけでなく、長期的な学力の変化を確

認できます。 
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